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健康科学大学 健康科学部 人間コミュニケーション学科 

准教授 高田 毅 

  



1. 教育の責任 

2018 年に初めての公認心理師国家試験が行われた。臨床心理士という民間資格から

公認心理師という国家資格への進展である。移行措置を経て、健康科学大学人間コミュ

ニケーション学科でも、公認心理師の学部養成を担うことになった。ここでの目的は公

認心理師の養成である。山梨県における学部養成を行っている大学は本学と山梨英和大

学の 2 校のみであり、山梨英和大学は大学院養成も行なっている。大学院養成を行なっ

ていないという本学においての弱点を克服するためには、それを補いうる学部教育内容

が求められる。本学で公認心理師を目指すということは、ほぼ必然的に他大学の大学院

入試に合格することが必要である。そこまでを見据えた公認心理師の学部養成を考えて

いく必要がある。運営方針が変わり、今の 2 年生がその最後の学年となった。 

 

一方で、人間コミュニケーション学科は、福祉系資格を志望する学生、資格を目指さ

ず 4 年間を通して人間的成長を遂げ民間企業へと就職していく学生もいる。よって、心

理・福祉の専門家育成のみならず、青年期の発達課題を促進する教育も目的の 1 つとな

る。心理学は発達課題を直接扱い、また、聞く、話す、読む、書く、計算する、推論す

る、のような人間の精神機能そのものを扱う学問でもある。これらはコミュニケーショ

ン能力という第三次産業で求められる基礎力に直結している。良き市民としての基礎を

育てていく教育ともなるであろう。こうした内容を提供しながら、同時に個別対応を積

み重ね、一人ひとりの成長、発達に貢献することが求められている。これは、公認心理

師の学部養成に関しても同様であると考えられる。 

 

私は健康科学部の人間コミュニケーション学科の教員として、心理学の専門科目を中

心に担当している。過去 2 年間の担当と授業科目は以下のとおりである。各授業のシラ

バスは健康科学大学のホームページ上で公開されている。 

主要な担当科目は、公認心理師・臨床心理士に関する専門科目となっている。その他、

3 年生・4 年生の演習（ゼミ）、看護学部の選択科目としての心理学を担当している。 

 

2025 年度 

科目名 時期  受講者 

社会・集団・家族心理学 1 年後期 必修 30 

ホスピタリティコミュニケー

ション 

1 年後期 選択必修 28 

自己表現とコミュニケーショ

ン分析（Advance） 

1 年後期 選択 7 

心理学（看護学部） 2 年前期 選択 15 



 

2024 年度 

 

・授業外活動 

本学での授業の他に、以下のような活動をしている。 

心理学統計法 2 年前期 選択 9 

コミュニケーション演習 2 年後期 選択 9 

公認心理師の職責 3 年前期 選択 11 

産業・組織心理学 3 年前期 選択 15 

教育・学校心理学 3 年後期 選択 18 

福祉心理学専門演習Ⅰ 3 年前期 必修 2 

福祉心理学専門演習Ⅱ 3 年後期 必修 4 

福祉心理学専門演習Ⅲ 4 年前期 必修 5 

福祉心理学専門演習Ⅳ 4 年後期 必修 5 

心理実習 3 年後期 選択 3 

心理演習 2 4 年前期 選択 2 

チーム医療演習 4 年集中 必修 124 

科目名 時期  受講者 

社会・集団・家族心理学 1 年後期 必修 38 

ホスピタリティコミュニケー

ション 

1 年後期 選択必修 36 

デザイン＆ライフ 

コミュニケーション 

2 年前期 選択 5 

心理学統計法 2 年前期 選択 9 

コミュニケーション演習 2 年後期 選択 4 

公認心理師の職責 3 年前期 選択 14 

産業・組織心理学 3 年前期 選択 21 

教育・学校心理学 3 年後期 選択 20 

福祉心理学専門演習Ⅰ 3 年前期 必修 5 

福祉心理学専門演習Ⅱ 3 年後期 必修 5 

福祉心理学専門演習Ⅲ 4 年前期 必修 3 

福祉心理学専門演習Ⅳ 4 年後期 必修 3 

心理実習 3 年後期 選択 1 

心理演習 2 4 年前期 選択 1 

チーム医療演習 4 年集中 必修 114 



1) 健康科学大学リハビリテーションクリニック 心理士 

2) 福島復興・心理教育臨床センター 臨床スタッフ（通年） 

3) 学生募集委員会委員 

4) 教務委員会委員 

 

1)に関しては、発達障害のリハビリテーションの一環としての親・子どもへの心理面接を

行っている。実際には発達障害に限らず不登校などさまざまな事例への対応を行っている。

これらの体験は授業における現場の実際を伝えるための基礎となっている。 

2)に関しては、東日本大震災の震災支援を継続している体験からストレス反応や PTSD

の臨床について、具体的に伝えるための基礎となっている。また、一般市民に心理学を伝え

る機会ともなっており、それは、大学生に一から心理学を伝えていく技術にも応用されてい

る。 

 

2. 教育の理念・目的 

本学は、様々な総合的問題に立ち向かうことができる問題解決力を備えた人材」を養成す

るため、「豊かな人間力」、「専門的な知識・技術力」、「開かれた共創力」の三つの教育目標

を掲げている。 

 

心理学を学ぶことにおいては、自らの体験と理論を繋いで体験的に理解できるようにす

ることを意識している。また、クリティカルシンキング（批判的思考）は主体的な学びの鍵

となる。主張と根拠の対応を意識すること、自分で自分を客観的に振り返ること、思考の目

的を意識することを刺激していきたい。そして自らの体験の表現力を磨き、目的にあった形

で使えるようにすることを教育の中心に据えている。 

 

1) 一人ひとりの体験から心理学理論を学び、自己理解が深まるように伝える 

心理学を学ぶことで人間の理解が深まる。心理職はその理解を用いて心理的支援を行う。

「専門的な知識・技術力」の根幹となる部分である。心理専門家を目指す学生以外の学

生においても、社会に出るにあたって自己理解・分析は必須のものとなっている。就職

先とのマッチングのための必要な要素であるからである。心理学理論で一人ひとりの体

験の理解を豊かにしていくことで自己理解が促進される。それは「豊かな人間力」を育

むものとなる。それは就職活動などの社会に出る上での基礎となる。 

 

2) 自らの体験を最大限に活用できる存在感のある心理士の養成 

心理士は自らの体験を心理面接に応用できる必要がある。そのためには前述の自己理解

はもちろんのこと、自己理解や自らの体験を人前で表現できる力を身につける必要があ

る。それは「開かれた共創力」の基礎となる。専門家としての言葉が表現され伝わるこ



とが存在感となる。心理士教育では、傾聴が過度に重要視されるがゆえに、存在感を消

すことがあたかも良いことのような錯覚がある。しかし、存在感がない専門家には相談

者も頼ることが難しくなる。存在感を出しながら専門性を発揮できる心理士の養成は大

学院での現場実習や現場での実践の基礎力となる。 

 

3. 教育の方法 

大学生活のあらゆることは、貴重な体験の機会になりうる。大学行事などについても

モチベーションを刺激しつつ体験を増やせるように関わっていきたい。また学習を促進

する意味でも、体験をフィードバックして意味づけができるように手伝っていく。 

近年アルバイトなど社会に出ることへのハードルが高い学生が散見される。そのよう

な学生にも社会経験を早めに積む機会が作れるように促していきたい。就職活動がイン

ターンシップの早期化に伴い前倒しする傾向にある。それを踏まえて社会との接点は常

に意識しておきたい。 

 

・授業の導入としてのディスカッション（Teams 授業での擬似ディスカッション） 

どの授業でも、授業の最初にウォーミングアップの時間を設け、ディスカッションのお

題を提示する。ディスカッションのお題は授業内容に関連して、誰でも発言がしやすい

ようなお題を選ぶようにする。その意見を集約しながら、残りの授業時間で解説すると

いうスタイルで授業を展開している。こうすることで自分の考えや身近な体験が心理学

理論とどのようにつながるかが体験的に理解しやすくなる。また、他者の意見に触れる

ことにもなり、それが学生の視野を広げることにもつながる。 

ただし、ディスカッションにはハードルの高さを感じる学生も多い。そのため、安全感

を体験してもらうことなどのディスカッションの技術を伝えていくことも必要である。

この体験は、就職活動などの表現が求められる場面、専門職としての能動的な関わりの

練習機会にもなる。 

Teams 授業では、ディスカッションのお題を設定して、学生に返信

欄にコメントを返してもらう形で擬似ディスカッションを行う。そ

のコメントに解説を加えながら授業を展開していく。Teams 授業

の擬似ディスカッションは対面授業のディスカッション以上に多

様な他者の意見に触れることが可能となる。 

 

・公表事例や架空事例を活用したディスカッション 

上述の通り、こころは目に見えないため、話が抽象論になりがちである。それを打破す

るためには、具体性を持った話をする必要がある。相談援助の場面では事例を提示する

ことが具体性を確保するいちばんの方法となる。事例を使うことで現場の臨場感や実際

のジレンマが学生にも伝わりやすくなる。また、事例から学ぶことによって、自らの日



常生活にどう応用するのかもイメージしやすくなるメリットがある。 

 

・コメントシートでの表現の練習 

授業の最後にコメントシートを書くことを求めている。「具体的に丁寧に書くこと」を

徹底している。これは、授業の理解度をコメントシートの記述の具体性で推し量ること

が可能になるという理由もあるが、具体的に丁寧に書くことを練習し、表現力を養う機

会として設定している。これは、就職活動における履歴書などのような自らを表現する

書類を書くことの練習にもなる。表現力は一朝一夕に身につくものではない。それゆえ

普段の授業のコメントシートから練習を積み重ねフィードバックを返すことで少しず

つ磨くことが可能となる。 

 

4. 教育の成果・評価 

FD 委員会によって実施されている授業評価アンケートを活用して、授業内容の反省点

を振り返り、改善に活かすことができる。また、実際の授業内容についても、項目毎に

分析を行い、コメントの内容とともに、次年度のシラバスや授業内容に活かしている。 

 

・教育・学校心理学 

この授業は、人間コミュニケーション学科 3 年生の選択科目である。専門科目である

が、前提知識がなくても理解できるような授業展開を意識している。また、誰もが小学

校・中学校・高校と児童・生徒としての経験を持っているので、そのつながりを意識し

て体験的に理解できるようにディスカッションを意識して行った。 

全体的な評価は 4.4 であり、平均程度の評価を得ることができた。自由記述のコメン

トは多くなかったが、受講生から一定の評価を得られている。 

一方で、「リアクションペーパーの採点基準が厳しすぎる」といったコメントもあっ

た。こちらとしては、評価基準を提示し、具体的に丁寧に書けているかどうかをみてい

ること、具体的、丁寧に書けているかどうかで授業の理解度をみていることを事前に伝

えている。その説明の伝わり方が不十分であり、より丁寧にしていく必要があることと

して受けとめている。 

また、コメントシートで「具体的、丁寧に」を求めることは学生に対して負担になっ

ている部分も否めない。一方で、コメントシートを「具体的、丁寧に」書く練習は、そ

の後の就職活動での履歴書作成や、面接での自己表現の基礎である。ゆくゆくは役立つ

訓練であることなど、課題設定の意味をより丁寧に伝えていく必要があると考えられる。 

 

・社会・集団・家族心理学 

この授業は、人間コミュニケーション学科 1 年生の必修であり、他学科学生も受講可

能な専門基礎科目である。入門科目であるので、前提知識がなくても理解できるような



授業展開を意識している。また、日常生活とも密接に関わる内容なので、日常生活と理

論のつながりを意識して体験的に理解できるようにディスカッションを意識して行っ

た。 

全体的な評価は 4.5 であり、平均程度の評価を得ることができた。「他学年の学生の

意見や、さまざまな意見を聞くことができて楽しかった」「周囲の友達と意見の共有が

できてよかった。身近なところに心理学が隠れていることに気がついた」など、ディス

カッションとその意見の共有から展開する授業スタイルは、受講生から一定の好評を得

られている。ディスカッションの意図も学生に伝わっていることが読み取れる。 

一方で、「リアクションペーパーを記入する時間が短くなった時は、具体的なことを

書くのは難しいので、評価する際に少し配慮してほしい」といったコメントもあった。

コメントシートで「具体的、丁寧に」を求めることは学生に対して負担になっている部

分も否めない。コメントシートを書く時間を確保するのは教員側の責任である。コメン

トシートを書く時間を確保するのが第一になされるべきことであるし、それに失敗した

時には、学生のプレッシャーにならないようなフォローを丁寧にする必要がある。 

 

5. 今後の目標 

 

短期目標：授業評価内容の改善。特にコメントシートとレポートに関して。 

授業の構成や展開に関しては概ね意図通りに展開できている。一方、上述の通り、表

現力の向上も意図して、コメントシートやレポートの出題を行なっているが、過大な学

生への負担になっていることは反省点である。レポートの出題に関しても無理なく取り

組めるような課題内容を設定することは今後の課題である。また、入学者が多様化し、

学生の質も多様化している。それも踏まえて、頑張ったらなんとかできたという難易度

の課題を設定できるように試行錯誤したい。何よりも、こうした「具体的、丁寧に」書

く体験を積み重ねていくことが将来的な就職活動に生きることをより丁寧に伝えてい

きたい。 

 

長期目標：実力ある心理士の養成及び表現力のある社会人の育成 

上述の通り大学院への合格が大きな関門になる以上、入学当初から大学院を意識した

教育、さらには、自ら専門分野で学びを続けられるための心理士としての基礎力を育成

できる指導力を身につけていきたい。そのために自己を批判的に振り返り、それを踏ま

えて自己成長できるような心理士養成を目指したい。 

これは、社会人の養成においても同じことが言える。表現力や自ら自己を批判的に振

り返り、それを踏まえて自己成長できるような学生を育てていきたい。就職活動は学生

から社会人への大きな転換への架け橋であり、成長のチャンスである。そのために必要

な情報と技術を伝えられるよう、体験を重視して指導していきたいと考えている。 


